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はじめに 行われていた活動の遺産が観光の対象になるので

iこ立せする関心の高まりにともない、各地 いかという考えは、こうした「観光喪主反発掘 J

で謀長業遺障の発議や、産業現場宏観光の対象とする の怒長線上にある(須田， 2005 , 2006) c 生産話;動

散り組みが行われるようになった。しかし、温泉や なわち議議そのものをど観光の対象と見なす考え

神詮仏関、あるいはテーマパークなどの従来型観光 方の背景には、観光離念:に対する若;議の変化がある

とは異なり、産業遺蹟や滋業現場合訪れる観光行動 遠くへ出かけていくことだけがなにも観光ではな

が 般化していくには克服すべき諜鑓が多い。 いという考えの芽生えである。金子奇心を刺激する非

は基本的には非日常的な空間において受け援しが 日常性誌身近なところ、たとえば普通の都市の中で

行われるサービスであり 1995) 、その様 も発見でき、立涼な観光(アーパンツーリズム)に

に成功すれば都市や地域の活性北につなげられ なりうる(淡野， 2004) 。とはいえ、たとえ距離的議

る可能性をもっている(伊鱗編著， 200 針。しかし、 近惑の意識は縛れたとじても、観光はあくまで観光

議克 iこ対する需要と供絵の開にミスマッチがなく、 であり、人びとの気持ちを引きつける要素がなけれ

両者が丹潜に結びっく条件が譲たされなければ、 ば、一般的な嬢光行動としては麟在位しない。

光行動は現れない。本研究では、議業韓光に性闘が 「産業観光 j の対象として注おを浴びるよ

集まる時代背景と裳業観光の特留について検討を うになったのは、歴史的あるいは文化的に丸て笹議

加え、産業観光が一般化するための方策 iこっし、て考 があると思われる産業文化財、実離に稼輸している

えるの筆者が専門とする都事経済地理学の立場から、 主場などの生産現場、それにそこで生さをされている

業活動の観光資源化と観光サーピコえの需給メカ 産業製品などである c わが霞で「厳業観光 j という

ニズムを中心に考察を行う c 用語や議念が本格的に論じられるようになったの

は、 2001 年に愛知県で開催された?全国産業観光サ

ミット J 以降のことである。 産業遺産の採存に熱心

l 臆業観光重量議(])背景とその類型 た々とえばイギリスでは、以前から#帳、感立

1.産業観光登場の時代音景と意図 経済的、文住的意義が説かれてきた (Graham et al.. 
観光の対象と観光行動の報度は、時代とともに変 2000) 。 遅ればせながら、日本でも産業観光は社会

わっていく〈山村， 2004) 。非日常的空間での体験と 的動ぎの一部になりつつあるが、その立ち上がりの

して何に魅力を惑ずるかは常に定まっているとは 経韓合見ると、観光対象を求める人びとの気持ちに

摂らず、観光には浮き沈みがつきものである(省地， 応えるかたちをとっていると拾いえ、産業振興をめ

200 打。以前であれば非自堂的と思われた対象が、 ざす地域経許諾盟持の意図もええ隠、れしている。

日では日常的な対象になってしまい、めずらしく しかし動機 i主将でみれ、藤業それ自体に人びとの

もないという務純は少なくないのしかし好奇心を満 践を向けさせ、産業がもっている経済的意味;まもと

させる観光対象を求める人びとの気持ちは変わ より、社会的、文化的、あるいは控史的意味を観光

らずあり、そのような塑みに応えるために、新たな というアミューズメントやエンターテイメントに

観光資糠を発掘する試みが続けられている。ボスト んで提供する意義は大きい。産業の観光訟は

モダニズムの社会では観光に対する要求が多械化 脱工業化やサービス経済記念ど資本主義的機誌に

しており、すべての人を溝是させることはできない る動さでもあり、社会の成熟化や地方分権・

、特定の分野に関心をもっ人を対象どした観光は 地産地消に代表される地元志向意識の言語揚にも合

ありうる。 致している c しかし、絡に就いたばかりのこうし

身近なところで行われている生産活動や、かって 動きが子士会の中で jよく認知され、 f観光」としての
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実をあげていくためには多くの課題があるように

忠われる c

2.	 産業譲先の対象資震の特韓性と類型

産業観光とは、経詩活動を通して生み出された過

あるいは現在の製品、生産のための設備・描設、

してそれらのある場所や環境を観光の対象とす

ることである c 対象の提供主体は企業、事業所、組

、自治体、哲人などであるが、すべてが有償で観

を迎え入れる観光業を営んでいるわ

けではない。この点がビジネス化した観光サービス

との違いであり、厚長業観光の特質でもある c ピジ

ス化していないのは、本業が別にあったり、ボラ

ンチィア的な}卒窓から来訪者を受け入れたりして

いるからである。そのため、専門の観光業者が抱い

ている綾織とは異なり、観光客を積極的に呼び寄せ

る必要さもないc 企業の宣伝や顧客サービスの一環と

して生産現場合開放するといった程度の意識であ

り、産業資搬な紘力ある観光サービス iこ仕立て上げ

ようというそ開チベ…シぉンも働きにくい。

表 i 英霊祭観光の類療 

。工場箆学受

. liff~萎やき発祭主主~宅ElitJに、 君主主父、 幸安

王室襲義務、 一絞殺襲安殺をます雪震としてき主還を3莞

主きや事長 32を.~~罪記きてさ宅 iをま農 i議議さに支きする

草堂高年を，禁事ちる。

@産経娠妓登

必エ緩や?努守勢安芸えよどの多在学を i議して士急隊

長霊祭にまきする警護毒事を;緩めミきてきる…湾、 ラ較

紛争襲 iJ).~震災そ祭壇警に替るなどして祭憾の

:還後{とにつとめる Q

窃経減奈災祭

，主主 i議役会とこのつえよがりを淡めるために

小今学生、波書算要望家族、近隣俊民iJ)こζ主義

主芝学を受け入れ、:i£書家とき態蛭主力、本B 主 3票依・

主主総関係にある とこを示ずじ

@人材獲便受

-大学ゑ・ 5器等与を主主えよどを±>d:対象とし

て念事長公殺やヱ媛県:学を行い、:i£~長 j活動

へのお心をき誌鈴、あわせて滋狂的な人材

立〉発芸事と E霊祭をねらう。

@-鍛観光型

-広く一般の浪費者を観光客とみはし、

企業、博物館などへの実写によって広幸El·

宣伝を行うと同涛 lこ、関巡ずる物販・飲

食などの事業によって利誌をよげる。

出量亀: '1'書E産業経済局. 2006 の資料をもとに作成6

現在、企業や事業所が実際に提供している

光を大きく分類すると、①工場見学型、@産地振興

、岳地域交流型、④人材確保型、号…般観光型 iと

なる(中部経済序;業局， 2006) (表1)。岳は醍 f[警や

など見学;意識をもった人びとや毘体を受け入

あり、は地場蔵業地域などにおいて

して産業振興を闘るために実施して

ある。また③は、小中学生や企業従業

を対象として企業と地域

の関係を われている。開様に宰 i土、

人材確棋のために

されている。 一般の人びとを対象と

する観光事業であり、 ・飲食のサー

ビスも挺供して	 な高めようと

るタイプである。

これらの中で観光地性格安より強くもっている

のは告であり、絶は企業や事業所が本業のために

う 1ぶ報穂市場顎拓・地裁環境懇畿・人材確銘記どの

詰動の一部である。 定たる詩的は業を発議させる

点にあり、見学者(競光客〉を楽しませるという点

にはないっとの点を誤ると、企業織の意図と

者{観光客〉の鶏待の関にミゾのあることに気づか

ず、互いに気まずい患いだけが残ってしまう。現状A 

i土 CD~®のタイプが多くを?占めており、

が?観光j として社会的に fよく認知されていると 

いいがたい。

とで述べたように、企業や事業所は自らの発誕の

ために生産現場を公開して広報や人材確保に役

てたいとしている。それゆえ、そうした行為にたと

え観光的要素が欠けていたとしても、批判される筋

合いのものではない。むしろ社会的意義や賞献とい

う点からすれば、評価されてしかるべきであろう。

し惜しむらくは、そのような社会的意義をより

穣かなものにするために、いっそうの工夫が欲しい。

工夫は、企業や事業所にのみ求められるもので

い。見学する側の意識改革や、見学を観光につなげ

ていくための仕組みづくりといった点への配織も

欠かせない。要するに、生産活動すなわち

日的意義を社会全体として問い直し、現代の社会的

一一ズに合致した観光的要素が産業からうまく引

き出せるようなシステムを考える必要がある。 

I I.産業観光地の地域勢分布そ(J)場罰的意義 

1.農業観光の分布と産業観光	 4との条件

と f也の一般的な観光の棺違点誌、議光資

源の地域的分布にもある。 持を観光の対象として評

銃するか辻、もともと格対的にしか決められない

〈林，	 2005) 0 非日常性を高めるには、日堂告さな場

できるだ、け遠く離れるか、あるいは日言的空

間に非日常的饗素を数わ込んで、誌との違いを強譲 
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するしかない。その結果、遠 i緑地の自熱量裁や都会

の娯楽結設などが観光スポットとして人気合祷る c

ところが産業観光はこれらとは異なり、もともと

産に滴した場所で始められた牽業活動それ自体が

観光対象の資擦として評摘される c 日常的

われている活動の中;こ非日常時:を見出すという、

ある離のパラドックスのうえに成り立っている。

地方の白然景観や街並みがえ苧できる観光地で

あれば、観光用の交通・富泊範設がそれなりに整犠

されている。観光サービスの提供をはっきりと

に掲げ、専門的な人材やスタッフを議所に配置して

対応している c サービエ去の需給は経済的なビジネス

したものである。企業坤帰した場所には生産開始|

した地理的条件があったはずである。その後の i

変叱のために条件は変わったかもしれないが、 l

地理約条件は難光資源、の…部を構成している。創業

が罷令;こそなえているオ 1; ジナリティとしての j

く、本物忠向の観光に去っては欠かせない i

である。生産をか続けている企業や事業所だけで

なく、」そをれらを翠り巻く地域的券 E盟塁気が観光客の￡

をとらえる C 創業地であることと、そこで現惑も生 j

されていることが相乗的に律掃して観光 i

対象としての髄値を高める(図 i-CD)o I

であり、地読経済に与える影響も大きい。これ

に対する産業観光は、議光を意識して整犠きれたイ

ンフう?とは無関部に存在す叩る。生産現場を部外者に

開放できる余諮のある企業や事業所は限られてい

る。とくに製造業では大企業に多いため、

のスポットは地方よりも大都市霞に多くなるムそこ

への移動は生産や生活のために整議された通常の

インブラ合利用して行われる。一般の議光地が近く

にある種々の観光資課、を結びつけ、て魅力を高めよ

うとしているのとは異なり、設業観光にそのような

意誌や計商性はないG

かりに生産現場のすべてが親光の対象になりう

\ム光塚朝地の、業対、観象、光、 現存の生@;丞 過去の盟主翼民

動それ自体 文化財

札業当時の時 f)会i島リ業当時の工場
企~が議Ij;ま

環岐にバりジナ ヰ五ど後見学務E量
した i暴所

ソディがある として手IjFfl

創業地とは

売 IJ の場所

。 

現在のき1:1f;高島

ぞれ臼体に棄をカ

がある

④
総合・自治体、な

どによる汚物紙

資料館の訟道

生還を君主の移転

る潜取的可能性合もっているとすれば、大都市揺は

産業観光で溢れかえるであろう。しかし実離にそう

なっていないのは、産業観光の対象として評議でき

るのは特定の企業や事業所、あるいは白

などがもっている産業資源に絞られるからであるぐ
企業乱築地

員普通喜文化財

ポテンシャんはあっても、それが産業観光土して顕

@
「
一
僻
浦


j
磁
石


在 fとするに

なる。どの企業や事業所に熱意や努力があるかは事

前にはわからないため、造業観光の存荘や分布をあ

らかじめ予測することはできない c 自発的

ている生涯現場の--~.空間放が結果的に産業観光に

つながるため、分布は{偶然によって決まるといえる。 

2 産業観光地の場所のオリジナリティ 

iこ述べたように、産業観光は活動中

場やそこで生み出される製品、もしくは控史的、文

化的に儲{誌のある産業文牝財を対象としている。言言

者であれば、創業時から生設が継続されている

あるいは何らかの理由で全産を移転した先の現在

行革業観光地 j になる。菌 1 段、産業観光の対

と観光地の場所に注目して、両者の鵠f系を盟式化

国 l 熊楽観光の対象と観光地の場所

tlJ典:豪華号作成

がおi業地を離れて釘われている場合、

観克対象辻現在の議動内容それ自体に向けられる iコ

斜業時どは異なる条件にしたがって設けられた生

での活重与がいかに魅力的であるかが、産業観

光地としての評{艇を左右する c テーマパークのよう

に、非日常性を与をり物に新しく設けられた一段観光

地は、新奇牲を武器;こ多くの観光客を引きつけてい

るのしかし、産業観光では、監史性の感じられない

義しさはふまり高く評{泌されないのスマ…トで現代

告さな大競撲工場;土日常的毘景そのものであり、魅力

的な非日常性は感じにくい〈関 1-寄九

もう 右の意業観光である産業文化財はどうで

あろうか。歴史的、文化的に盤檀のある産業文化財 
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1

の多くは過去に生産され、現在は企業や事業 errある

いは静物査官、資料館などにおいて保守されている c

産業文化財には、製品だけでなく生産のための機械

や装置といったものも含まれる。この場合も、対象

止なる産業観光地辻、創業地もしくはその近くか、

あるいはどこか)3IJの場所のいずれかである。企業や

事業所像が保存する場合は、生産にゆかりの深い創業

主義やその近離であることが多い。機被・装蜜あるい

は製品を保存して展示するには、かなりの資金や空

間を必要とする。こうしたことは、明在も本業が !I民

課 ι継続できている企業や事業者にしかできない。

製品や製法の移り変わりにじかに接することので

きるこうした産業遺蹟は、観光対象として f衛く評価

できる(国 L

かつて生産された製品やその生産装置などを一

箇所に集めて臆示する博物館や資料館は、企業以外

にお治体や組合場団体などによっても設けられてい

る。開設告的は、広い意味での経済桜輿や地域の

業挺輿であることが多い。特定の企業や事業所を代

とした展示ではないため、設置場所それ自体には

議u業地などの泳三ジナリティはないc しかし、施設

辺ではかつて生産が行われていたか、あるいは

も生産を続けている企業や;事業所が与在する。

擁設とその罵辺地壊が醸し出す雰器気が、観光客を

髄了する(図トヨ))。 

II	 I.非営孝IJ的産業観光サーピスを普及させる方震
 

産業観光を促進サるための組織的対応


、観光地としての魅力が大きいほど、また

緩光地へのアクセスに室、まれているほど、観光客の

入り込み数は多いc 観光行動に見られるこうした綴

向は、産業観光についてもあてはまる。すなわち、

まず鰻充対象として車主力がなければならない。た 7芝、

し、魅力を感ずるか否かは縮人によって大きく違う

ため、生産活動にまったく関心なもたない人は最初

から除外するしかない。多少とも関心をいだく人が

いれば、生産現場。〉意義会伝える工夫をしなければ

ならないむこの点でとくに重要なのは、生産に関わ

る専門的な内容を初心者にわかりやすく解説でき

る人材がいることである c 一較的な観光と辻異なり、

産業観光は内容が理解できないと興味も湧かない

ため、この点はとくに E襲撃さである。

産業観光の魅力令高めるには、綿々の企業や事業

所の枠を超えた組織そっくり、全体が見通せる専門

的な人材によって蓑業観光型選の組織を運営して

いく必要がある。なぜなら、企業や事業所の多くは

もっており、産業観光で科益を上;ずることは

考えていなし、。また、企業問で横の連絡を取ること

に対しでも、あまり関心がない c このため、組織的

な対応さと科もとらなければ、企業や事業所ごとの散

発的な工場見学や緩示行動のレベルに留まる。

な産業観光資源が多くの人びとの自に触れること

なく終わってしまう。

こうした状況を変えるには、行設や業界、団体な

どが仲介的役割を果たし、産業観光が行われやすい

環境条件を整えていくのが望ましい。実際、すでに

各地でこうした組織が定まれており、環業観光化へ

の努力が積み重ねられている。しかし、組織を単に

つくることと、それによって産業観光な実のあるも

の iこすることは別である。繍)3IJ的な簿業費読が組織

化されれば相乗効果が高まり、観光としての魅力度

も強まる。産業観光への組織的対応は、

所ばかりでなく、見学者〈観光客〉にとっても有強

であるの通常の観光と向じように、 rこにどのよう

な産業観光があり、どうしたら見学(観光)できる

か、そうした組識的靖報が正しく伝わらなければ、

観光する気も起こらない。総織的なコーディネート

機能は、議業観光サービスの供給、需要の双方にと

って不可欠である(国針。

情報復倹ー広報・自艇内

保2 産業鋭'J(:;サービスの綴織約コーディネート 

111輿:寄警告作成 

2 産業観光サーピスの非営利牲と認識のずれ

一般的な観光薬業が科益追求のサ…ピス活動で

あるのに対し、産業観光の多くは非営利的性格をも

ったサービス話動である。サーピス供給側lすなわち

企業や事業訴は、宣伝効果や知名度の舟上、あるい

は人材育成や人材確保に結びっくかもしれないと

いう期待をもちながら、自らの負担でhサービスを供
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している。この非営科的性絡がサ…ピス供給側に

イニシアティブを与え、場合によっては舘要側を選

別することにもつながる c 実藤、産業観光に関する

企業アンケート調査(中部経済産業馬， 2006) によ

れば、 P主見光パスによるツアー感覚では来て欲しく

ない J 殺の人には理解されにくく、かりに

されたらデメリットになる]などといった企業織の

本音が識かれるわ

企業俄jのこうした本音は、もともと観光として蛤

めたのではない活動が産業観光として位機づけら

れてしまうことに対する戸惑いの表明でもある o 

f泌総斜光という言葉には違和感があり、やはり工

ある J というアンケートの容に、そのこ

とがよく現れている。生産活動に心主主興味をもった

人の見学なら大いに歓泊するが、冷やかし半分の観

光客は断りたいというのが、企業の本心である。こ

こからは、企業活動く紹介しその意認を正しく

理解して欲しいという思いと、誤った理解なら

って逆効薬になるという二律背反的な難しさ

み取れる。

の非営利的住権は、サービス令受け取る

測の需要害者 lともある謹の戸惑いを与えている。 ほと

んどの観光サービスは有料で器供されるのに対し、

の多くは無償かもしくはわずかな料金支

いで提供される(表 2) 。いわばサービス提供者の

によって観光が成り立ってし、るため、需要者は

受動的な立場に立たされる。なまじ無墳であるがゆ

えに、主体的行動がとりにくい。ニうした立場をよ

しとしない人は、たとえ生産活動に関心があっても、

産業観光に日を向けようとはしないc また、

あるがゆえに、観光対象として笛{査がないと思われ

ている点も、残念ながら搭播せざるを得ない。

もともと企業活動の一環として絡められ

現壌の開放や見学は、企業備の思惑を超えてヂの

に法誌が集まり、近年、関心を

しかし、サービスの非営利的性格ゆえに、サ…どス

の供給哉と需要慌の双方に戸惑い合もたらしてい

る。こうした戸惑いを払拭し、双方の間にある意識

的ギャッブを埋めるには、現実的な対応が必要であ

る。 

3.	 産業観光サーピスのコ…ディネート機能

観光対象としての資観やその経僅が外からは

えにくい、アクセスのためのインフラも十分でない、

をコ…ヂィネー卜する組織もない。こうし

遣を 2 そす伽l:'ス供給をめぐる一般観光と高重量観光の添い

観光繁華型 雪量車u非営利 有償/費襲償 主体性

般観光 E主択的 事当然台、香るい
需要~l開l

(絞光客)

産業観光 非営利的 事費 f務会〈多い
供給 f目j

{企業)

Il'.輿:イ筆者丹波

た撞害が造業観光の一般化を阻んでいる c 本来、

光の範轄には入りにくい産業観光がもっている

命とも思える?を絡を変えてし、かなければ、

は普及しない。工場え学や社会見学会どのようにし

ら観光ビジネスに近づけられるか、現実的対応を

えなければならないc たとえビジネス化を目的に

しないとしても、産業活動の社会的慈;義を訴える杜

は整えていく必要がある。 たんに地譲産業の振

という局地的レベルにとどまらず、もっと語広く、

知識社会におけるものづくりや産業への関心をい

かに高めるかという観点から、現実的対応、を考える

必要があるのではないだ、ろうかc

ここでいう現実約対忘とは、産業観光のサービス

を供給する企業・事業誇号、あるいは自治体・団体、

需要側の観光客、それに需者の間をとりも

が、それぞれ無斑なく継続的に行動できる仕組みを

つくることである。外部から見えにくい凝議観光の

的に示し、それらへのアクセス念縫探す

ることが第一に求められる。アクセスには、具体的

な交通手設の;まかに、企業や事業所の窓誌とどのよ

うに接触するか、その接触経路も含まれる。企業や

卒業所には誌設公揮について独自の理念や方針が

あり、それに従わなければ見学もままならないとい

う場合が少なくなし、からである。交通手段はとくに

問題であり、一般の観光地と;主連う不利な条件のも

とで、工場などの施設へたどり着くための工夫在し

なければならない。

このように考えてくると、産業観克を丹、講に

するには、やはりサ…ビス需給の仲介役

識が不可クミなことがわかる。一般観光の場合は捺狩

などが営利目的で行っている

宏、謀議離党の議会は非堂手当組織が拙うことになるむ

ただし非営利組織とはいえ、まったくのボランティ

アや好;替のみで(動く総畿は考えられないQ 想定でき

るのは、地域産業の援輿合はじめ企業や事業所の発

を願う社会的な組織である。活動の自的と人的あ 
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るいは対政的基盤が保証さ による仲介・ 交渉を行い、 j業業観光ツアーとして組み立てる

旋‘マネジメントがあれば、 が少 も来たしてきた。産業観光というコンテンツを発掘

しは広く掛かれると思われる。  し、ぞれそ体系的 iこ組織化したのである。筑間の旅

2006 年に名古最高で始まった観光パスによる産 不雲れな諜業資源、を対象とする雛光の実

の見学会i土、潔懸的な対立:を考えるうえで参 に道筋がつけられたため、パス会社もどジネス

になるc 東京、大版などの大都市には観光パスで り出し

都市観光を打ってきた歴史があり、現在でも一部でパスによる移動は見学撞設へのアクセス手段と

は行われている閉じような歴史をもっ名 して不可欠であるが、パスの j議行に対して行政などc

からの繍執は一切行われていないc むしろパスこれまで行われてきた都市観光に麓力がなくなっ

はシニア観光市場の拡大を見込み、先行投資としてたため、ぞれにかわるものとしてパスツアーによる

ビジネスに名乗りを上げたむツアーコースとして名産業親光が始められた。ニジ〉パスツアーはどのコー

スも尚一料金であり、民間ノくス会社の営華社閥的のも←昭市山より市外を問るコースが多いのは、産業観

とで、行われている(表3) 。  

.3 パスYアーによる産業費院先の  10叫nJnζ耳目ス(20(路年  

型産 車睦 B 発電F コース 

10湾 38 (火〉 文化のみち=:11館、 名古里装漆イ$' 'J ア材、軍事笹;・開高滞絞り

会館、建 JII館、アザヒどん名古里 

10月 4B (本〉 ~戸liiI.ミコージアム、宅リコロパ ク‘名i!il監空襲イ$'ソア

材、重量)11下ち/ソヲケめ森 

10月 lOB (火) 長雷~，号、 総選事孔1\・書官君、 近江八暢市内敏費監、たねや{章吾Jll

子j 、液型車絞り 

Jl1:~震アートノミウス宅渥~コス弔武、事審問市型号の薄物置臣、

浜松市型鹿若草縛手持iまか 

10,El 11B (本 1

10湾 17B (;!<) i!i川車つり会館、古川市内 i幾議選噴}、吉川市内散指 

10 月 188 (ホ〉 た It ふ軍司人形展、安部かまぼこ工港、ニコスモス広苑、::fJ

緩め古 :t 

マ H，;l.ウィスキ 、光納得、僚主連梓積10 月 248 (火}

10J 寺 25 悶(本、 議訪大柱、重量約パうフライングリッシュガ デン、ゑ持者欝

車事湖底、 続繁華講主主主主 F 

IlOFl 31 日{火〉 伊良蔵旅事事 $'~2ミナ I I.-， EflIi!1li立博物眠、徹や祭然、ヤ I I.-

カ毘閥、 君主泌が主義 

11 Fl 1Eヨ(本〉 都上旬食品サンプ II.-穫皇室工房、幾重憲議 t指数日臣、飛車静物産軍 

III 煎 7 臼(火〉 総書司そばの票、大本山'"平寺、'fJ… Z長磁の i'i:t 

11 月日日(本 1 章表 E議事ヰ務数策、 かんてんば I iI' I議事聖書学、震豊富ちんご狩り、

お 3草子。う書長留媛 

繋回主主玄"毛主型車、き言語弘織力 デンパ 合、吾妻農業 III つ若返さぎ

パイ 千代と f聖書聾 III 艶L 祭器博物館 

11 月 14B (火)

ll Fl 15B (本) ♀豪掲芸材、お ill ミ号、手事整理八つ港事富章、返江神宮、総理，<丹

量軍 

キュ ピ時五号 I媛、八 τ絞容の壁、あいや関;l~語、かわ

告笑欲望 E、おか車や E童心 

III 寺 218 (うた)

11 均 228 (本} 調む ヘスアップインと語表令字、務雲さか本セ

ン'$'一、炎線O) r~ 静 

11 月 2日目 (火) 富豪 6告書眠 B震薄型医薬所主 ばんこの霊会自宮、話題0)馬主主み診察、 

AGF 章者数工場

ぬA:.1lI曽  rc冊。中歯車，隣セ>'~-J.蜘腕  167争時貨湾最もとに作成.

産業観光を通常のパスツア…の対象とすること

ス会社を重おかした背景には、名

体であるコンペンションビューロ…と構工

会議所の存在がある c これらの龍織・間体は産業を

させるという問的をもっており、どこにどのよ

うな産業観光があるか綿密な調変喜っている。加

えて、工場見学などのできる企業・事業携との関で 

それ自 f本が市域安超えて広く分布していること

を物語る。しかし問時にこれは、本来なら名吉屋市

の利益を第一に考えるべきコンペンションピュ

ローや商工会議所が、広壊的立場にも気を配る

営利約性賂 J をもっていることを示している。

おわりに

従来から行われてきた企業・事業所による生産現

場の公開や産業文化鮮の見学に注目し、ニれ

銭光として振興しようという動きが生まれてき

しかし、 孔を観光とは瞳格の築なる非営利的な観光

サービス吟えに、サービスの供給俄j と需要綱I]の聞で

のズレが見られる。両者を結びつけるコ

ーザイネ…ト機能のクミ如やアクセスの米議鑓も産

障害になっている。産業観光は、アミュー

ズメントやエンターテイメントを目的とする観光

資源としてばかりでなく、社会的な鎖的資源として

の可能'性も夜、めている c 先進工業関として発議して

きたわが悶の今後の産業社会を考えるとき、

義とま重要性がもっと深く理解されてよいと

る。

を脊んできた懸史をもって

り、現在もなお識を発展させる場艇として機能

している。過去の農業は現在の産業につながってお

り、当然、米楽にも引き継がれてし、く。技術の発壊 

iこともなって生産の仕組みはより複雑になり、

の諮費者は製品の製造過粧を想像することができ

ないほどである。消費者が見学者や観光客として生

を訪れることは、生産と消費の懇織を埋め、

互理解を深めるととにもつながる。離業観光の意

指費者でもある観光客が自らの女子奇心を満足

させる点にあるだけではない。観光の対象となる

業や事業所'にとっても、宣伝・広告や人智確保とい
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った自約のほかに、治費者(観光客)にじ

ることによって生きた情報が収集できるというメ

リットがある。要は生産と出費の需で交流を深める

〕とが、較しい社会経済の発議につながるという意

が重要なのである。そうした意識をかたち

あるものにするには、多様な生援現場;こ身を憶さ、

また多くの産業遺蹟に触れるという知的体験

絞に広まりやすい現実的な仕組みを考える必要

ある。これこそが、産業観光が 1よく普友するための

とし、える。 
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